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精密測定が拓く
「日本ものづくり復活」の羅針盤



メティ：本日のインタビューでは、沼田さんのお人柄からミツト
ヨさんの取り組み、そして工業会副会長としての抱負まで、幅
広くお伺いするペンね～。まず、沼田副会長が仕事や生活で日
頃から大切にされている指針を教えて欲しいペン。
沼田副会長：やはり「現場・現物・現実」の三現主義ですね。私は社
長時代から営業現場やお客様の現場、そして自社の製造現場へ頻繁

に足を運びます。もともと私は中部営業の現場で、厳しいお客様に育

てていただいた経験や、宇都宮の工場経験がありますので、現場のお

客様の「生の声」を大切にしています。

メティ： 現場に足を運ぶことで、具体的にどのような変化があ
るペンか？
沼田副会長：現場の方々と次世代のものづくりの課題やニーズにつ
いて語り合うことで、「お客様が測定について求めているもの」の想像

ができます。それが経営の、そして業界の進むべき方向性の参考とな

ります。自社の工場へ行くときは、あえてアナウンスせずに行く「ゲリラ

戦法」をとることもあります(笑)事前につたえるとどうしても掃除や準

備をして「風景」が変わってしまいます。突然行くことで「本当に困って

いる課題」が隠すことなく見えてくる。そこを見失ったら経営者として

視野が狭くなってしまいしまいますからね。

メティ： 海外の現場についても、同じような印象を持たれてい
るペン？
沼田副会長：海外拠点やお客様の現場もできるだけ足を運ぶように
ようにしています。以前は先進国と新興国で技術的な格差がありました

が、今は無くなってきています。むしろインドや東南アジア、中国といった

新興国の方がデジタル化のスピードが早いくらいです。彼らは先進国に

追いつきたいという強烈な「負けん気」を持っています。優秀な人もどん

どん増えて、デジタル化というのは彼らにとって１つのチャンスとなって

いるのです。

メティ： 多忙な日々のなかで、お休みの日はどのように過ごさ
れているペン？
沼田副会長：休日はジムで水泳とサウナですね。必ず1kmくらいは
泳ぎます。私はクロールもバタフライもできますが、最近は元気な高齢

スイマーが多くて、負けそうになるほどの迫力に刺激を受けていますよ

（笑）。あとは料理ですね。

メティ：メティはアジフライが大好きペンけど、
得意料理は何かあるペン？
沼田副会長：料理というか、最近はノンフライヤーという「魔法の
器具」にはまってます。いろいろ試してみましたがポテトがおいしかっ

たです。私はマクドナルドが大好きで、週に一度はダブルチーズバー

ガーとポテト、コーラを摂取しないとエンジンがかからないんです。こ

れを家でも再現できないかと、ノンフライヤーでポテトを焼いて楽し

んでいます。卓上で手軽に美味しくできるので、本当におすすめです

よ。やっぱり体力がないと。楽しく鍛えられるということでここに行き

つきました。

メティ：朝5時起きという生活スタイルも、そうしたバイタリ
ティに繋がっているペンね～。
沼田副会長：そうですね。まさに体力勝負で
す。夜は社員との「飲みにケーション」も大切にし

ています。本社には「Shine Club(社員クラブ)」と

いう、安く飲める施設があります。2階の会議室

で会議をして、その後1階で飲む。これもミツトヨ

の大事なコミュニケーション文化なんです。

メティ： 2024年に90周年を迎えられ、次は2034年の100
周年に向けた歩みが始まるペン！守っていきたい伝統と、変え
ていきたい革新について教えて欲しいペンね～。
沼田副会長：「精密測定で社会に貢献する」という経営理念や、「良
い環境」「良い人間」「良い技術」という社是・社訓は、時代が変わって

も揺るがない普遍の理念として守り抜きます。一方で、今の激変する

マーケットに対応するためには、色々な仲間と手を組み、ともに“共創”

しながら進む「オープンイノベーション」が不可欠です。 社員には「失

敗したらそれを糧にし、次の成功に向けてすぐやろう」と言っています。

先が読めない時代ですので、うまくいかないことやはずれることは絶

対にあります。失敗したら次の成功に向けて補正すればいいのです。

こうした積極的にチャレンジする風土を、入社式のメッセージなどで

も伝え続けています。

メティ： 社員側としては、心強いと思うペン！グローバルな視
点での人財育成についても、かなり力を入れられているペン
ね～！
沼田副会長： 世界中（国内外)で6,000～7,000人いるメンバーと
も、リモートだけでなく「フェイスtoフェイス」で向き合うことを重視し

ています。最近は「グローバル・キャンプ」として、海外の人財を日本の

本社に呼んで研修を行うなど、拠点間のクロスを活発にしています。

直接会うことでモチベーションが爆上がりし、彼らが自国へ帰ってか

らも「ミツトヨのために」と熱意を持って働いてくれる。ミツトヨでは人

材は財産の「財」で「人財」と言っています。この人を育成する、大事に

育てるっていうことは本当に重要。時間と費用はかかりますが、それは

必ず返ってくる投資だと私は思います。

メティ： 今後すごい技術を持っていた方が高齢になり少なく
なっていくペンけど、このベテランの「勘所」をどう次世代に繋
ぐかは大きな課題ペンよね。
沼田副会長：私はあえて「匠」制度を残しています。若い技術者が「あ
んな師匠になりたい」と憧れる超熟練工を師匠として育成する仕組み

です。一方で、その匠の「勘所」をAIやセンサーで見える化・デジタル化

する取り組みも並行して進めています。AIを活用して目視検査を自動

化したり、新素材解析や最適化アルゴリズムにAIを活用したりと、伝

統的な技と最新技術を融合させることで、次世代が納得して技術を引

き継げる環境作りを進めています。こうした両方の面から取り組みが

必要だと思っています。

「三現主義」が支える
経営と工業会の指針
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多忙な日々を支える
「エネルギー源」
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ミツトヨ100周年への展望と
「失敗を恐れない」風土
❸
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デジタル技術の融合
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ミツトヨさんの
製品たちペン！
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株式会社第一測範製作所Company name

株式会社第一測範製作所は、1944年（昭和19年）に日本
最初の民間ゲージメーカーとして創業しました。業界では「一
測（ISSOKU）」の名で親しまれています。本社のある新潟県
小千谷市は、新潟県内でも豪雪地帯として知られ、冬には一
面の銀世界が広がります。今年は例年以上の積雪となり、3月
になっても雪景色が続いています。
長い冬を耐え、春の訪れをじっと待つ忍耐強さが、精密加
工の現場において妥協を許さない職人気質へとつながり、も
のづくりの精神として代々受け継がれています。第一測範製作
所ではその確かな加工技術でねじゲージをはじめ、各種測定
機器の製造を行っています。ゲージ製作ではJISマーク表示制
度の認証を取得しています。また、最小単位0.01μmで内径

測定ができ、国内の校正機関でも使用されている光学式小径
内径測定器：IDMや、面倒で手間のかかるタップ穴を自動で
検査するタップ穴自動検査装置：Bee-1、空気を利用して0.1
μm単位で様々な測定が可能な空気マイクロメータなど、独
自の技術を活かした測定機器の開発・製造・販売を行ってい
ます。これらの製品は、「測定」という重要な役割を担い、日本
のものづくりを支える基盤として多くの産業分野で活用され
ています。
さらに、C0級からC7級までのボールねじ製造も行ってお

り、標準的なボールねじから、20,000kmメンテナンスフリー
を実現したボールねじユニット、振れを解消するユニットなど
独自の技術を使用したボールねじを製造しています。

小千谷市は、錦鯉の発祥の地であり、その産地としても広く
知られています。雪解け水がつくる清らかな水と伝統の技に
よって育てられる錦鯉は、流れるような体形と鮮やかな色彩
から「泳ぐ宝石」とも呼ばれ、国内外で高く評価されています。
2022年（令和4年）10月には、日本観賞魚振興事業協同組
合によって錦鯉が「国魚」として認定されました。
また、小千谷名物「へぎそば」。平日・休日問わず、食事時に
は全国から訪れた、たくさんの観光バスが店の駐車場に停
まっています。先日全国テレビで紹介され、各地よりお客さん
が訪れるオモウマいラーメン店や、コシヒカリ、日本酒のほか、
世界最大級の『四尺玉花火』や、牛の角付き『闘牛』など、食も
文化も魅力たっぷりな地域です。

M
et

ty
’s  Adventure

 V
isiting Member C
om

pa
n
ie
s

会員企業めぐり旅

メティの
てくてく

タップ穴自動検査装置
かまくらで
一休み

国内の校正機関でも
使用されている

IDM

創業以来
つくり続けている

ゲージ

一測のキャラクター・
ISSOKU侍と

一緒に

空気マイクロメータ

メティ： ここからは工業会副会長としての思いをお伺いする
ペン。製造業全体が変革期にある中で、測定機器業界が取
り組むべき変革とは何ペンかね。
沼田副会長：スマートファクトリーやDXの本質を私たちの言葉で
表すと、「不良品を作らない、止まらない工場」。つまり超生産性の高

い工場です。かっこよくIoTとかDXとか良く聞こえますけど、それ自

体は道具にすぎません。結局目指しているのは不良品を作らない・止

まらない工場で、これはまさに測定機器業界の重要な役割じゃない

ですか。これを実現するために、測定機器は「縁の下の力持ち」から

「主役」になっていく重要な段階です。 測定器だけ、加工機だけ、ロ

ボットだけで動くのではなく、すべてが連携してつながったデータと

して使われる。だから測定と測定データが今後ますます重要になり

ます。不良品を作らない・止まらない工程やラインを作るために、工

業会は、外の業界団体、工業会の外部・内部の各メーカーを繋ぎ、お

客様にソリューションを提供していく重要な役割があります。私自身

が他の業界に顔をだして人脈を作ったり、どういう工夫をすれば工

業会がうまく協力していけるようになるかということを考えるのも副

会長としての重要な役割と考えています。「つなぐ」というのは大事な

役割です。そしてお客様がハッピーになり、不良品を作らないことが

目指す姿です。

メティ： それはカーボンニュートラルへの貢献にも繋がるペ
ンね～。
沼田副会長：その通りです。不良品を作らないことは、無駄なエネル
ギー消費やスクラップを排除すること、すなわちCO2削減に直結しま

す。精密測定はサステナビリティの最先端を支える仕事なんです。この

責任の重さを自覚し、業界を挙げて貢献していきたいと考えています。

メティ： ミツトヨの「ノギスちゃん」や工業会の「メティ」といっ
たキャラクターの活動についても、温かいお言葉をいただきた
いペン！
沼田副会長：愛くるしくもスピード感のあるメティちゃんは、これから
の業界にぴったりです（笑）。ミツトヨの「ノギスちゃん」のきっかけは

川崎ブレイブサンダースのスポンサーを始めたときに、ファンとのコ

ミュニケーションを強めましょうといって作ったのがきっかけでした。

キャラクターやスポーツ応援を通じて「測定って何？」という気づきを

若い世代やご家族に提供するのは、非常に重要な「種まき」です。工業

会のトレーディングカードに自分が登場しているのを見たときは

ショック（良い意味で！）でしたが、そうした遊び心のあるアイデアを形

にし、業界の「硬いイメージ」を柔らかくして若い世代に測定機器を

知ってもらうのはとても大事ですね。

メティ： 最後に、機関誌の読者やものづくりに携わる方々へ
メッセージをお願いしますペン
沼田副会長：私はモノづくりを元気にしたい、モノづくりで日本を元
気にしたい、世界を元気にしたいと考えています。それができると信
じています。測定機器業界を通じて、やっぱり人づくりなんです。将来

を担う若い人たちをどんどん育てたい。「良い環境」「良い人間」「良い

技術」。ものを作る前に人を作るということです！

メティ： 沼田副会長、本日は熱いお話を本当にありがとうペン
ね～！

若い世代への
「測定」の浸透に向けて

❻工業会副会長として目指す
「主役の測定」

❺

工業会トレーディングカードノギスちゃん

ミツトヨ測定博物館

M3ソリューションセンター

沼田副会長
ありがとうペンね～！

測定博物館やM3ソリューションセンターも
見学させてもらったペン！



吉田会長からは、昨年の「関税ショック」を乗り越えた業界の底力と、
2026年の強気な市場見通し、そして2030年を見据えた自動化戦
略が語られました。

2025年実績： 年初予想を下回る1,050億円（対前年比3%減）。年初の

関税問題が響いたものの、業界の目安である1,000億円の大台は維持。

2026年予測： 1,130億円（対前年比7.6%増）を掲げる。自動車業界

の設備投資回復、AI・デー

タセンター向け半導体需

要の活況、防衛・エネル

ギー産業の伸びを背景に、

日本工作機械工業会と同

じ成長率を見込む。

ウクライナ・中東情勢に加え、ベネズエラ情勢や台湾問題、レアアース

問題など、地政学的リスクが常態化する中、「安定的なサプライチェー

ンの確保」と「サステナビリティ活動（地球温暖化対策）」を工業会とし

て強化する方針を示しました。

深刻な予測： 2030年には労働人口が約300万人減少するという内

閣府の試算を引用し、製造現場の人材不足への強い危機感を表明。

解決策としての「自動化・効率化」： 機上計測や生産ライン内計測、AI

を用いた設計・上流工程へのデータフィードバックを推進。「不良品を

作らないライン管理」を実現し、計測機器市場の新たなチャンスへと繋

げる決意を述べました。

本年は「JIMTOF 2026」開催の年。「変化」を意味する丙午の年にふ

さわしく、最新の測定コンセプ

トを世界へ発信する意欲を示

しました。

須賀課長からは、現在の地政学

的リスクへの対応から、政府の

成長戦略、さらには「データの

価値」まで、多岐にわたる力強

いメッセージをいただきました。

「昨年は米国の関税対応、今年はベネズエラ情勢や中国の輸出管理措

置など、依然として波が高い状況にある。高市政権が標榜する『危機管

理投資』に基づき、地政学的リスクを経営判断に取り入れる企業に対

し、設備投資やR&D、調達先転換などの支援を惜しみなく行っていく」

との方針が示されました。

「AIがネット上のデータを学習し尽くした今、世界中のAI開発者が切

望しているのは、皆様の機械から生まれる『精密で精度の高いリアルな

データ』である。自社で守るべきデータと、連携して価値を出すデータ

を峻別することが、デジタルの時代を生き抜く鍵となる」と、測定機器

の重要性を強調されました。

経産省が今後打ち出す「製造DX拠点構想」についても言及。「現場の

負担を増やすのではなく、ソリューションを導入すれば機械側が自律

的にアップデートし、自然にDXが実現する世界を目指す。その基盤と

なるのが正確な測定であり、他機械とのデータ連携を前向きに進めて

いただきたい」と期待を寄せられました。

最後に、高市総理が「働いて、働いて、働いて」という宣言を引き合い

に、赤澤経済産業大臣も「馬車馬のように働く」と述べたことを受け、

「私たち職員も馬車馬以上に働き、皆様の課題解決に邁進する。現場

の声、経産省への要望をぜひ寄せてほしい」と、業界発展への意気込

みで締めくくられました。

会場となったホテル椿山荘東京「胡蝶」の間は、新春らしい晴れやかな

活気に満たされました。経済産業省の須賀課長から「馬車馬のように

働きます」とユーモア溢れる意気込みが語られると、会場は笑いに包ま

れ、場が和んだのが印象的でした。そんな和気あいあいとした雰囲気

の中にも、新しい時代を切り拓こうという期待が入り混じり、未来を語

らう活気あふれるひとときとなりました。

市場予測1,130億円、
自動化・AIフィードバックで「労働力不足」を突破する

経済産業省  須賀千鶴課長

令和8年（2026年）

1月14日（水） 15:00～ ホテル椿山荘東京 日本精密測定機器工業会、日本光学測定機工業会日 時 会 場 主催
団体

新春の穏やかな良き日に、「2026年 新年賀詞交歓会」が開催されました。

本年も経済産業省より須賀千鶴課長を来賓に迎え、両工業会の会員企業が集結。

新しい年に向かって、皆で思いを一つにする温かな門出のひとときとなりました。

2025年の振り返りと2026年の市場展望

サプライチェーンのリスク管理と環境対策

丙午（ひのえうま）の年に、JIMTOFでの飛躍を

地政学的リスクと「危機管理投資」

フィジカルAI」時代における測定データの価値

「製造DX拠点構想」の推進

「馬車馬のように働く」経産省の決意

2026年
新年賀詞交歓会

開催報告

2030年の「労働力不足」に測定技術で挑む

2. 乾杯
日本光学測定機工業会 小坂  伊一郎  副会長 （株式会社 小坂研究所 代表取締役）

3. 中締め
日本精密測定機器工業会 原田  健太郎  副会長 （株式会社 テクロック 代表取締役社長）

1. 挨拶
❶主催者挨拶 日本精密測定機器工業会 吉田    均  会長 （株式会社 東京精密 代表取締役会長）

❷主催者挨拶 日本光学測定機工業会 濱谷 正人  会長 （株式会社 ニコン 専務執行役員）

❸来賓挨拶 経済産業省産業機械課 須賀 千鶴  課長
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2025年実績 2026年予想

7.6％増

どうやって使うペン？
使い方はとってもシンプル。測りたい穴にピンゲージをそっと
入れてみて、「スッと入るか」「途中で止まるか」でサイズを判
断するペン。
数値を読むというより、“入る・入らない”で判断する感覚的
な測定なのがポイントペンね。

やっほー、SOKUTEIペンギンのメティだペン！
今日は、穴の大きさを確認するときに活躍する「ピンゲージ」を紹介するペンよ～。
ピンゲージは、穴の直径が設計どおりかを確かめるための測定工具ペン。

細い金属の棒に見えるけど、1本1本がとても高い精度で作られているのが特徴なんだペン。

精度が大事な理由
ピンゲージは、0.01mm刻み、ものによってはそれより細かい
サイズまでそろっているペン。
ほんのわずかな違いでも、部品のはまり具合や動きやすさに
大きく影響するペンね。
だからこそ、正確なピンゲージが必要なんだペン。

どんな場面で使われてるペン？
ピンゲージは、工作機械で加工した部品の検査や、量産品
の品質チェックによく使われているペン。
ノギスや三次元測定機のように数値を細かく出す道具とは
少し役割が違って、「この穴は規格に合っているか？」をす
ばやく確実に確認したいときに力を発揮するペンよ。

メティのひとこと
ピンゲージは品質を守るための大事な確認役ペン。
今日もどこかの現場で、そっと穴に差し込まれて、モノづくりを
支えているペン～。

ピンゲージ編 

測定辞典
メティの

vol.3

スッと
入るペン！！

大事な
仲間ペン！

わずかな違いも
見逃さないペン！

未定

平成27年には、産業構造の高度化に対応できる人材の育成を目指

し、従来の4学科から「創造工学科」の1学科4コース制に改組、令和7

年には、機械、電気・電子、情報、化学・生物コースの各分野の専門性

とデジタルデザイン技術を見極めた人材育成を目指す新しいコース

「デジタルデザインコース」を新設しました。

また、令和7年8月26日には、数理・データサイエンス・AIに関する知

識及び技術について体系的な教育を行う高等教育機関の教育プロ

グラムを、文部科学大臣が認定及び選定して奨励する「数理・データ

サイエンス・AI教育プログラム認定制度（応用基礎レベル）」に認定さ

れました。

「理魂工才」「自学自習」を校訓に、自由な校風の下で、自ら学び、真理

を探究し、高度な技術力を身につけることを目指しつつ、時代のニー

ズに合わせて産業界が求める人材を育成していきます。

近年のものづくりにおける高精度化・品質保証の高度化を受け、技術

者には幾何公差を含む高度な形状評価能力が求められています。こ

れに対応するため、本校では三次元測定機（ミツトヨ Crysta-Plus 

M574）を導入し、設計・加工から測定・評価までを一貫して学ぶ実

践的教育を推進しています。

具体的な実習では、エンジン分解・組立で取り外したピストンを教材

として活用しています。学生は実製品特有の摩耗や加工誤差を体験

的に学ぶとともに、真円度や円筒度、穴の位置度といった幾何公差を

定量的に評価し、その誤差要因を考察します。このプロセスを通じて、

学生の図面読解力や幾何公差への理解は着実に向上しています。

三次元測定機を活用した本教育は、実機を題材とした学びを基盤

に、品質管理やデジタルエンジニアリングへと発展可能な手法であ

り、今後の高専におけるものづくり教育の高度化を支える重要な役

割を担っています。

【就職】※全体の６～７割 AGC、LIXIL、旭化成、アマゾンジャパン合同会社、出光興産、オリエンタルモーター、関西電力、キヤノン、キリンビール、クボタ、高研、コニカミノルタジャパン、サントリープロダクツ、シンクロン、ソニー
セミコンダクタマニュファクチャリング、第一三共ケミカルファーマ、ダイキン工業、東京エレクトロングループ、東京ガス、東京電力、東北エプソン、東北電力、東和薬品、トヨタ自動車東日本、日清紡ホールディングス、日本触
媒、東日本高速道路、東日本旅客鉄道、日立ビルシステム、ファナック、三井化学、三菱ガス化学、三菱電機、明治など　【進学】※全体の３～４割 北海道大学、東北大学、東京農工大学、東京科学大学、お茶の水女子大学、電気
通信大学、筑波大学、千葉大学、埼玉大学、名古屋大学、新潟大学、群馬大学、弘前大学、秋田大学、山形大学、長岡技術科学大学、豊橋技術科学大学、鶴岡工業高等専門学校専攻科など

鶴岡工業高等専門学校

K  N 昭和38年に山形県鶴岡市に創設され、
これまでに８千名を超える卒業生を輩出しており、
卒業生は地域産業発展や技術革新の牽引役となって
多方面で活躍しています。

鶴岡高専の主な就職・進学先  ※過去５年

専攻科を修了すると
「学士（工学）」が
取得できます。



日本精密測定機器工業会
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第193回 理事会 議事録 （2026年4月16日 開催）

第１号議案
����年度事業報告および決算報告の承認
����年度損益計算書

・ 貸借対照表、損益計算書、収支計算書の説明をおこない、
    ご了承いただいた。

第２号議案（審議）
第��回顕彰者・第��回従業員表彰者の承認
原案通り承認された。

第３号議案
����年度事業計画（案）・����事業予算（案）の承認
事業計画（案）・事業予算（案）について原案通り総会に
上程することが承認された。

会費の値上げについての検討

����年度事業計画（案）

四半期（3月）を終え、業界は概ね順調に推移しています。類似の業績動向を
示す日工会においては、今年の受注予測を1兆7千億円（前年比6％増）とし
ているが、足元の状況からは、さらに上振れし1兆8千億円に達する可能性も
示唆されている。加えて、夏以降の需要拡大により、2兆円規模に到達すると
の見方もあり、全体として好調な見通しです。なお、日工会としては、現時点で
は1兆8千億円程度を想定しています。
一方、当工業会の足元の状況については、1月および2月の販売額は194
億円（前年比109％）、受注額は225億円（同147％）となり、BBレシオは
1.4まで回復しました。販売額の推移は例年、工作機械受注の動向と類似
した動きを示すことから、今後も緩やかな増加が見込まれます。
しかしながら、2025年以降におけるトランプ氏の関税引き上げ政策の動
向は懸念材料の一つです。加えて、長期化するロシア・ウクライナ戦争や、
ホルムズ海峡封鎖による中東情勢の悪化に伴う原油価格の高騰、資源・
物価上昇など、日本のものづくりを取り巻く環境は依然として不透明です。
これらの要因を踏まえ、本年の販売額は前年比約6％増の1,130億円程
度を見込んでいます。

メティの
アート
ロジック

数字をヒントにマスを塗りつぶして絵を完成させるパ
ズルです。
各行・各列の数字は「連続して塗るマスの数」を表していま
す。数字と数字の間には、必ず1マス以上の空白が入ります。
すべてのヒントをもとに正しくマスを埋めると、隠れた絵が
浮かび上がります。

あそび方

1234

創立80周年に向けて毎年積立金が必要とされており、現状の予算
では対応が困難である。
このため、全体の会費収入を増額する必要があると考えられる。
当工業会に加入するメリットを明確に示し、新規会員の獲得を図る
ことも重要な施策である。
昨今の物価上昇を踏まえ、正会員の会費についても2割程度の値上
げはやむを得ない状況にある。

1. 広報活動
１-1. JIMTOF 2026
会期：2026年10月26日（月）～ 31日（土）予定
会場：東京ビッグサイト 全館（東4～6ホール改修工事の為、除く）
1-2. 正会員・賛助会員を増やす施策
ホームページ、工業会の概要「入会のご案内」のさらなる充実
電子メールでの入会案内の送付
（生産性向上要件証明書を依頼してくる一般企業が対象）
正会員・賛助会員様からの紹介
定期的な正会員・賛助会員様との意見交換
1-3. 工業会重点活動
機関誌：「SOKUTEI」3号・4号・5号の発行
工業会公式キャラクター、メティ知名度アップ（グッズ販売）
工業会公式カード「SOKUTEIカード」普及（知名度アップ・営業
ツール）

2. 教育活動
2-1. 講習会（セミナー）
①JIMTOF 2026における測定機器セミナーの演題、講師の招聘
については6月上旬開催の合同技術委員会で方向性を出す予定。
②東京地区以外でセミナー
昨年同様、東京地区以外で測定に関連したセミナー開催を検討
する（必要に応じて他団体と共催も検討）。
2-2. 工場見学会 
関連団体などと合同で開催を検討

3．標準化活動
3-1. JIS規格改正作業
1）JIS B 7524（すきまゲージ）改正
区分C 2025年10月1日～2026年5月31日（成果物提出期限）
3-2. ＪＩＳ規格5年見直し
3-3. ＪＩＳ改正検討
3-4. ＪMAS改正検討

■報告・その他
第74回通常総会について
１．日時  2026年5月19日（火） 13:00～14:00
２．会場  ホテル椿山荘東京 バンケット棟１階 瑠璃（るり）
第194回理事会のご案内
１．日時  2026年12月8日（火） 16:00～17:00
２．会場  椿山荘 東京 バンケット棟４階 琴（こと）
2027年賀詞交歓会ご案内
１．日時  2027年1月13日（水） 15:00～16:30
２．会場  ホテル椿山荘東京 バンケット棟１階 胡蝶（こちょう）


